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オ ッセオインテグレーシ ョンに基づ く口腔イン









るが,口 腔インプラン ト治療 は他の歯科治療に比
較 して歴史が浅 く,そ の特性が広 く理解 されてい
ないため,患 者に対する説明不足 も一因と思われ




る因子 として,長 期性,機 能回復程度,心 理的要
因,経 済性が挙げ られる1)。したがって患者説明
ではこれらの点に触れる必要がある。長期性に関
しては,日 本補綴歯科学会が編集 したガイ ドライ
ンで,主 として長期性の観点か ら1歯中間欠損に
おいてインプラン ト支台クラウンとブ リッジを比
較 してい る。 その構造 化ア ブス トラク トには
2007年以降の5編 のシステマティックレビュー
が掲載 されてお り,「すべての条件で1歯 中間欠
損の治療 においてインプラン トがブリッジより有







した報告はないが,臨 床的な実感か らは,こ れ ら
